
 
１ 常任委員会からの報告事項 

（１） GIGAスクール構想とタブレット導入について(総務文教委員会) 

○ GIGAスクール構想とは？ 

① 希望する全ての小・中学校、特別支援学校、高等学校等における校内ＬＡＮ

を整備。加えて、電源キャビネット(充電保管庫)を整備。 

② 児童生徒 1 人 1 台端末の整備、国公私立の小・中学校、特別支援学校等の

児童生徒が使用する端末を整備。 

 

○ 大竹市の対応は？ 

内容 経費 

①小・中学校に校内 LAN（Wi-Fi環境）を整備        1億 702万 7千円 

（内訳）小学校 情報通信ネットワーク環境整備事業 5,610万 4千円 

    中学校 情報通信ネットワーク環境整備事業 5,092万 3千円 

②全児童生徒と教員用に約２千台のタブレット端末を調達 1億 1,081万 5千円 

（内訳）小学校 学習用端末の借上げに要する経費 7,370万 6千円 

    中学校 学習用端末の借上げに要する経費 3,710万 9千円 

※タブレット端末(５年間リース)とあわせて授業支援ソフト等の導入も検討中 

 

○ 児童生徒１人に１台タブレット配備する目的（大竹市の考え方）は？ 

教師と児童生徒が対面して行う授業及び児童生徒同士の協働的な学習を基本と

しつつ、基礎的な知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力の育成等、教科等

の目的達成のために、ＩＣＴの使用が効果的であると判断する場面で活用したい。 

 

 

（２）主な大型事業の計画概要（生活環境委員会） 

① 大竹駅周辺整備事業 

 （令和６年３月完成予定、今年度予算 9億 7百万円、総事業費約 59億円） 

② 大竹会館改築事業（令和３年２月完成予定、総事業費約 16億 6千万円） 

③ 市立保育所等整備事業（令和４年３月完成予定、総事業費約 15億円） 

④ 白石墓地移転事業（令和 3年 3月完成予定、総事業費約 1億 5千万円 

・国の砂防ダム工事は令和 5年末） 

⑤ 晴海臨海公園整備事業（今年度予算 6千 750万円） 

⑥ 立戸地区浸水対策事業（令和４年３月完成予定、総事業費約 3千万円） 

⑦ 市役所本庁舎耐震化事業（令和２年 11月予定、総事業費約 9億 8千万円） 

⑧ 一般河川(水路)浚渫事業（今年度予算 1億 4千万円） 

 



大竹Ｉ.Ｃ 

玖波駅 

②大竹会館 
大竹市役所 

大竹駅 

山陽自動車道 

令和 ２ 年度主要建設事業位置図 
④白石墓地 
移転事業 

⑤晴海臨海公園 ①大竹駅周辺 ⑦市役所庁舎耐震 
③市立保育所等 ⑥浸水対策事業 



 
２ 意見交換 
（１）放課後児童クラブの民間委託について（全地区共通テーマ） 
①現状 
放課後や長期休暇中などに、保護者が仕事などで昼間家庭にいない児童を対象に、

本市が直営で運営している。(別紙資料参照) 

 

②民間委託に至った経緯  
・対象児童の拡大（小学校 3年生まで→小学校 6年生まで） 

・保護者の就労率の上昇等に伴う利用者の増加 

このような要因により将来的な運営に課題が生じてきている。 

 

⇒ 現状の課題（施設整備、利用者増加への対応、支援員不足の解消等）の改善

を図り、今後とも更なる安心・安全な放課後の健全育成環境を提供し、保護者

ニーズにも応えていくために、民間活力の導入が有効な手法と考え、令和３年

度から全ての放課後児童クラブを民間委託により運営しようとするもの。 

(別紙資料参照) 

 

 

③意見交換したいこと 
 

○民間委託することにより、どんな期待ができますか？ 

 

 

 

○民間委託することに、どんな不安や心配がありますか？ 

 










